
四国森林管理局
高知市丸ノ内 1丁目 3 − 30
ＴＥＬ 088 − 821 − 2052
ＦＡＸ 088 − 821 − 4834
ホームページアドレス　http://www.rinya.maff.go.jp/shikoku/
電子メール shikoku_soumu@rinya.maff.go.jp

No.1131	 2014年６月号

低コスト化造林現地検討会の開催
　5月 28 日、高知県香美市物部町杉ノ熊山国有林（高知中部森林
管理署管内）で現地検討会が開催されました。� 【詳細 2頁】

現地検討会の様子
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地
球
温
暖
化
防
止
等
の
観
点

か
ら
、
今
後
は
間
伐
に
加
え
、

主
伐
・
再
造
林
を
推
進
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に

は
造
林
の
低
コ
ス
ト
化
を
図
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
期
待
さ
れ
て

い
る
の
が
、
活
着
・
生
育
が
良

く
、
時
期
を
選
ば
ず
植
栽
で
き
、

伐
採
と
植
林
の
一
貫
的
な
作
業

を
可
能
と
す
る
コ
ン
テ
ナ
苗
で

あ
り
、
こ
れ
を
用
い
る
こ
と
に

よ
り
地
拵
え
や
下
刈
等
を
含
め

た
ト
ー
タ
ル
の
造
林
コ
ス
ト
低

減
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
高
知
県
で
は
コ
ン

テ
ナ
苗
の
生
産
は
ま
だ
僅
か
で

あ
り
、
生
産
の
増
強
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
四
国
森
林
管
理

局
で
は
、
種
苗
業
者
等
へ
生

産
の
増
強
を
要
請
す
る
と
と
も

に
、
コ
ン
テ
ナ
苗
の
普
及
に
向

け
本
年
三
月
、
試
験
・
展
示
用

と
し
て
高
知
中
部
森
林
管
理
署

等
に
植
栽
を
行
い
ま
し
た
。

　

五
月
二
八
日
、
こ
の
高
知
中

部
署
杉
ノ
熊
山
国
有
林
の
植
栽

地
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
、
高

知
県
と
連
携
し
、
森
林
総
合
研

究
所
や
種
苗
業
者
、
近
隣
の
市

町
村
や
森
林
組
合
、
林
業
事
業

体
な
ど
六
〇
余
名
の
関
係
者
が

参
加
し
て
現
地
検
討
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
鶴
園
森
林
整
備
部

長
か
ら
「
検
討
会
で
は
、
育

林
事
業
の
低
コ
ス
ト
化
に
向
け

た
情
報
の
共
有
化
を
図
り
、
今

後
の
事
業
に
活
か
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
」
と
の
挨
拶
後
、
二

班
に
わ
か
れ
て
現
地
視
察
を
行

冒
頭
の
挨
拶
を
行
う

鶴
園
森
林
整
備
部
長

参
加
者
か
ら
の
質
問
の
様
子

い
ま
し
た
。
現
地
に
は
コ
ン
テ

ナ
苗
の
ほ
か
、
昨
年
度
末
に
四

国
で
初
め
て
と
な
る
エ
リ
ー
ト

ツ
リ
ー
（
第
二
世
代
の
精
英
樹
）

も
植
栽
さ
れ
て
お
り
、
岡
山
県

に
あ
る
森
林
総
合
研
究
所
林
木

育
種
セ
ン
タ
ー
関
西
育
種
場
の

久
保
田
課
長
か
ら
そ
の
特
徴
等

に
つ
い
て
説
明
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

そ
の
後
行
わ
れ
た
意
見
交

換
で
は
、
「
コ
ン
テ
ナ
苗
や
エ

リ
ー
ト
ツ
リ
ー
の
増
産
や
こ

れ
を
用
い
た
植
林
の
拡
大
が
必

要
。
」
、
「
コ
ン
テ
ナ
苗
生
産
施

設
の
整
備
や
安
定
的
な
購
入
に

向
け
た
国
や
県
の
支
援
が
必

要
。
」
な
ど
、
各
々
の
立
場
か

ら
貴
重
な
意
見
が
出
さ
れ
、
関

係
者
間
で
認
識
の
共
有
が
図
ら

れ
る
な
ど
大
変
有
意
義
な
現
地

検
討
会
と
な
り
ま
し
た
。

エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー

　
低
コ
ス
ト
化
造
林
現
地
検
討
会
を
開
催

 

〈
森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー
〉
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四
国
森
林
管
理
局
で
は
、「
四

国
山
地
緑
の
回
廊
」
を
対
象
と

し
て
、
野
生
生
物
の
生
息
実
態

等
の
把
握
を
目
的
と
し
た
調
査

を
実
施
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

の
「
緑
の
回
廊
」
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
調
査
で
は
、
四
国
に
お
い
て

そ
の
絶
滅
が
危
惧
さ
れ
て
い
る

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
生
息
を
確

認
し
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
（
昨
年
度
は
親
子
グ
マ
を
撮

影
）
。

　

今
年
度
は
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ

の
お
お
ま
か
な
生
息
分
布
域

（
外
縁
）
を
把
握
す
る
た
め
、

四
国
の
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
生
態

調
査
等
に
取
り
組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
「
四
国
自
然
史
科
学
研
究

セ
ン
タ
ー
」
と
連
携
し
て
「
は

し
っ
こ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

実
施
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の

一
環
と
し
て
、
五
月
一
五
日
、

自
動
撮
影
カ
メ
ラ
（
セ
ン
サ
ー

カ
メ
ラ
）
の
設
置
を
行
い
ま

し
た
。

　

今
後
、
一
一
月
中
旬
を
目
途

に
一
月
に
一
回
程
度
、
撮
影

デ
ー
タ
を
回
収
し
画
像
を
分
析

し
て
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
生
息

状
況
を
確
認
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
に
よ
り
、
ツ
キ
ノ

ワ
グ
マ
の
四
国
山
地
に
お
け
る

大
ま
か
な
生
息
分
布
域
の
絞
り

込
み
が
見
込
ま
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
生
息
個
体
ご
と
の
行
動

範
囲
の
把
握
な
ど
、
よ
り
詳
細

な
調
査
へ
の
活
用
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
局
に
お
い
て
は
、

調
査
結
果
等
を
踏
ま
え
、
保
護

林
や
緑
の
回
廊
の
拡
充
を
検
討

す
る
と
と
も
に
、
主
要
な
行
動

圏
に
含
ま
れ
る
人
工
林
に
つ
い

て
は
、
将
来
的
に
天
然
林
に
誘

導
す
る
な
ど
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ

の
生
息
環
境
の
改
善
に
取
り
組

む
こ
と
を
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

※
自
動
撮
影
カ
メ
ラ
設
置
当
日

は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
高
知
放
送
局
、
徳

島
新
聞
社
等
の
報
道
機
関
に
同

行
頂
き
、
当
日
の
取
組
の
様
子

は
テ
レ
ビ
や
新
聞
等
で
も
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

※
活
着
と
は
山
に
植
栽
し
た
苗

木
が
そ
の
後
、
正
常
に
生
育
し

て
い
る
こ
と
。
（
枯
れ
て
い
な

い
こ
と
）

　

コ
ン
テ
ナ
苗
と
普
通
苗
の
根

系
の
比
較

自動撮影カメラの撮影モード設定の様子自動撮影カメラ設置状況

普
通
苗

コ
ン
テ
ナ
苗

　
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
生
息
調
査

　
　「
自
動
撮
影
カ
メ
ラ
」
設
置
に
つ
い
て

～
「
は
し
っ
こ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
～

〈
計
画
課
〉
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六
月
一
七
日
、
今
年
度
第
一

回
目
の
技
術
開
発
委
員
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
委
員
会
は
、
六
月
一
〇

日
に
行
っ
た
、
局
内
委
員
に
よ

る
「
技
術
開
発
連
絡
会
議
」
を

技
術
開
発
課
題
に
対
し
て
貴
重
な
意
見
が
活
発
に

「
第
一
回
技
術
開
発
委
員
会
」
を
開
催

〈
森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー
〉

踏
ま
え
開
催
し
た
も
の
で
、
主

に
外
部
委
員
（
森
林
生
態
学
、

林
木
育
種
、
遺
伝
資
源
、
森
林

管
理
経
営
等
の
有
識
者
等
）
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
審
議
課
題
は
、

①
保
育
作
業
の
省
力
化
に
よ
る

森
林
育
成
技
術
の
確
立

②
囲
い
わ
な
に
よ
る
効
率
的
な

ニ
ホ
ン
ジ
カ
（
以
下
「
シ
カ
」
）

捕
獲
試
験

③
下
刈
省
略
化
に
よ
る
シ
カ
食

害
低
減
効
果
の
検
証

④
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
植
栽
に
よ

る
下
刈
省
力
化
試
験
及
び
シ
カ

食
害
防
止
ク
リ
ッ
プ
効
果
の
検

証

の
四
課
題
に
つ
い
て
審
議
を
お

願
い
し
、
意
見
等
を
伺
い
ま
し

た
。

　

各
委
員
か
ら
出
さ
れ
た
主
な

意
見
は
、
以
下
の
と
お
り
で

す
。

　

課
題
②
で
は

・
愛
媛
県
内
で
も
シ
カ
食
害
被

害
は
増
え
て
お
り
、
一
つ
の
防

止
対
策
と
し
て
は
有
効
な
技
術

開
発
で
あ
り
、
評
価
で
き
る
。

・
非
常
に
興
味
が
あ
り
、
社
有

林
で
も
使
用
し
て
み
た
い
の

で
、
囲
い
わ
な
の
設
置
方
法
等

を
簡
単
に
説
明
し
た
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
作
成
し
て
頂
き
た
い
。

・
囲
い
わ
な
の
購
入
方
法
を
教

え
て
頂
き
た
い
。

　

課
題
③
で
は
、

・
低
コ
ス
ト
な
造
林
に
繋
が
る

技
術
開
発
は
大
い
に
期
待
し
て

い
る
。

・
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
、
コ
ン
テ

ナ
苗
、
大
苗
な
ど
も
併
せ
た
試

験
に
つ
い
て
も
、
検
討
を
お
願

い
し
た
い
。

・
普
通
苗
に
比
べ
コ
ン
テ
ナ
苗

は
、
一
本
当
た
り
の
単
価
が
高

く
て
重
い
の
が
実
態
で
、
普
及

さ
せ
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な

方
法
（
作
業
シ
ス
テ
ム
の
改
善

等
）
で
コ
ス
ト
を
下
げ
て
行
く

か
が
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
積

極
的
な
情
報
交
換
を
お
願
い
し

た
い
。

　

課
題
④
で
は

・
シ
カ
食
害
対
策
と
し
て
一
定

の
成
果
が
出
れ
ば
有
効
な
方
法

と
な
る
の
で
期
待
し
た
い
。

・
大
苗
、
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
に

も
、
シ
カ
食
害
防
止
ク
リ
ッ
プ

を
装
着
し
て
比
較
検
証
を
行
っ

た
ら
ど
う
か
。

・
今
の
試
験
地
で
成
果
が
出
な

く
て
も
直
ぐ
に
止
め
る
の
で
は

な
く
、
条
件
等
を
色
々
変
え
て

試
験
を
行
い
検
証
結
果
を
集
約

し
て
頂
き
た
い
。

・
シ
カ
食
害
被
害
に
対
し
て
は
、

苗
木
を
早
く
成
長
さ
せ
る
こ
と

が
有
効
で
あ
り
、
大
苗
で
の
シ

カ
食
害
防
止
ク
リ
ッ
プ
試
験
も

検
討
を
お
願
い
し
た
い
。

　

森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
こ
れ
ら
の
貴
重
な
意
見
等

を
踏
ま
え
て
、
今
後
の
技
術
開

発
・
普
及
に
活
か
し
て
行
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

第
一
回
技
術
開
発
委
員
会

シ
カ
食
害
防
止
ク
リ
ッ
プ
№
１


